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マグニチュード８を超える巨大地震が発生した場合

津波警報の発表（巨大地震発生時のイメージ）

（津波の高さを“巨大・高い”と表現します）

防災一口メモ 「３月７日から津波警報が変わります」　̶ 津波警報の改善その1 ̶

気象庁は、平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震による被害の甚大さに鑑み、津波警報を
改善し、平成２５年３月７日から運用を開始します。
気象庁では、地震発生直後にその地震の規模（マグニチュード、以下「Ｍ」と表記する）を推定し、そ
れをもとに発生する津波の高さを予想しています。しかし、東日本大震災のようなＭ８を超える巨大地震
の場合は正しい地震の規模をすぐに推定できないため、「巨大な津波の恐れがある」などと表現し数
字を出さずに、最大級の津波を想定して津波警報を発表することとしました。この場合、予想される津波
の高さについて、大津波警報では「巨大」、津波警報では「高い」という言葉で発表し、非常事態である
ことを伝えます。
「巨大」「高い」という言葉を使った津波警報が発表された時は、東日本大震災のような巨大な津波
が襲うおそれがあります。直ちに高台や避難ビルなど安全な場所へ避難してください。また、沿岸で異常
に強い揺れや長い揺れを感じたら、津波警報などの発表を待たずにすぐに避難するようにしましょう。
確実に津波から命を守るためには、直ちに「避難」するしかありません！

「巨大」という言葉を見たり聞いたりしたら、東日本大震災クラスの
津波が来ると思って、ただちにより高い場所に避難しましょう！
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『消すまでは　出ない行かない　離れない』（全国統一標語）

◆住宅防火 いのちを守る７つのポイント ～３つの習慣・４つの対策～

平成２５年 春の火災予防運動
３月１日（金）～３月７日（木）

１.住宅防火対策の推進
３.特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
５.林野火災予防対策の推進

２.放火火災・連続放火火災予防対策の推進
４.製品火災の発生防止に向けた取組の推進 

３つの習慣 １．寝たばこは、絶対やめる。
２．ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
３．ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

１．逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報機を設置する。
２．寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防災品を使用する。
３．火災を小さいうちに消すために住宅用消化器等を設置する。
4．お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣り近所の協力体制をつくる。

4つの対策

重点目標
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